第８回学生のヒマラヤ野外実習ツアー（Student Himalayan Exercise Tour: SHET-８）参加者宛て連絡
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第８回学生のヒマラヤ野外実習ツアー（Student Himalayan Exercise Tour: SHET-８）参加者宛て第1回連絡20180822
１．メール連絡には必ず折り返し返信を！
私は皆さんにＳＨＥＴ－８参加者にとって必要な情報等をメールで発信します。連絡を受けたらば必ず折り返し受信したことがわかるように返信メールを出して下さい。返信がないと受信していないのではないかと思われ、確認メールを送り、あるいは連絡をプリントして郵送するなどせねばならず、大変です。

このSHETプログラムはそれぞれに研究・教育の仕事をもっている世話人たちの完全なボランティアで動いています。実習ツアーご参加の皆さんの正常なレスポンスがプログラムの成功に直結することをご理解下さい。
２．参加者個人情報シート

添付の参加者個人情報シートI～III書式の内、シートIに必要事項を記入してなるべく早く返送してください。II, IIIはいろいろと手続きをしないと記入できないところもあるので、記入でき次第送って下さい。
3．パスポートとＶＩＳＡ

ご参加予定のみなさんは、出発時の6ヶ月先まで有効なパスポートを所持して下さい。パスポートの取得には数週間かかる場合もありますので、お持ちで無い人はできるだけ早く取得して下さい。ネパール入国査証はカトマンズ空港で申請・取得する予定です。これについては後日ご案内します。

4．学生のヒマラヤ野外実習プログラムとＳＨＥＴ－８に関する情報

ＳＨＥＴ－８ご参加の皆さまには、すでに本ツアーの参加者募集ビラをお送りしてあります。そして皆さんはビラに記載のURLから、第8回実習ツアーの実施要綱をダウンロードして頂いていると思います。

本ツアー参加者は、この実施要綱記載のすべてを承知してご参加されたことになりますので、同要綱をよく読んでおいて下さい。なお、本プログラムの沿革、本ツアーの実施要綱、参加者募集ビラ、過去７回の実習ツアーの報告書７冊（ヒマラヤ造山帯大横断2018などのＰＤＦ版）などは、学生のヒマラヤ野外実習プロジェクトのホームページ、とりわけ報告書冊子についてはデータボックスクラウドのSHET-Generalサイト（下記）で簡単にダウンロード頂けます。

本ツアーの実態を詳しく知りたいときは上記「ヒマラヤ造山帯大横断」の中の「実施報告」、「参加者レポート」の適当な数編や「引率者レポート」の中の「引率日誌」などが適当です。

5．ヒマラヤ野外実習ツアー事前学習のご案内

実習ツアーの見学案内書（カリガンダキ河およびカトマンズ‐ポカラ‐ブトワール‐ムグリンハイウエイに沿う地学と自然災害見学ガイドブック（英文）と、「エベレスト地域ドウドウコシ河に沿う地学と自然災害」（日本語）は、上記Data BoxクラウドのSHET General サイトなど（下記）でダウンロードできます。エベレストガイドブックは、前半の「ヒマラヤの成り立ちと生い立ち」が上記英語版ガイドブックの最初の章「The Himalaya」と基本的に同様の内容なので、まずはこの日本語版を読んでヒマラヤの地質概要をしっかりと把握して下さい。その後時間を見て英語版の「The Himalaya」の章を読んでみて下さい。両者を対応させて読むと英語版もわかり易く、また、ヒマラヤの地質英語に慣れることになり、その後の本文を読むときに役に立つでしょう。

その後、できれば英語版の [Geology and Natural Hazards along the Pokhara- Muktinath Course]と [Geology and Natural Hazards along the Kathmandu- Pokhara-Butwal-Mugling Highways] の章をプリントして、目を通してみて下さい。英語は日本人が書いた大変に易しい文章です。英語の本なので驚かれる人、自信をなくしそうな人がいるかもしれませんがどうぞご心配なく。これまでの高校生から大学生の参加者はみんな、なんとかこなしてきています。本ツアーにはネパールの教員と学生も参加するため、多くの事柄が英語環境で実施されますが、これまでの参加者は全員、本ツアーを通じて英語への親近感を獲得しています。なお、上記の２章はカトマンズでの第1日目の予習セミナーで私が講義しますので読めなくてもご心配にはおよびません。

英文ガイドブックの大部分を占めている野外の見学地点説明の章は、時間があれば覗いてみて、実習の内容を感じて下さい。しかし、本書は現地で見学地点ごとに頁を開いて説明をするので、ツアー実施中の前日と当日に頁を開いて見るという程度でもよいでしょう。なお、上記の実習ツアーテキストは出発前あるいはカトマンズでの到着時に皆さんにお配りする予定です。
では、ご健闘を！
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· 学生のヒマラヤ野外実習プロジェクトホームページ

http://www.geocities.jp/gondwanainst/geotours/Studentfieldex_index.htm
★　SHET-Generalサイト　（過去７回の報告書、第８回実習ツアー実施要項と参加者募集ビラ、SHET Guidebookとエベレストガイドブックなど）　：

https://www.data-box.jp/pdir/d8200421c0bb408486dae85a2d0201c5
★　学生のヒマラヤ野外実習ツアー見学ガイドブック（英文 Geology and Natural Hazards along Kaligandaki and Highways Kathmandu-Pokhara-Butwal-Mugling）

https://www.data-box.jp/pdir/225b00b02ba84e809af6548f8bc02dbf
· エベレストガイドブック（日本語版）

https://www.data-box.jp/pdir/2da1e6eee5834d878a9f3c83bd71de9d
6．予防接種へのとりくみ開始のお願い

ネパールで考えられる予防注射としてはコレラ、肝炎、腸チフス、マラリア、日本脳炎、デング熱、狂犬病、破傷風などがあります。予防注射は面倒なことと副作用の心配から、旅行者はそれぞれに医師と相談してから自分で判断して受けるか受けないかを決めるのが一般的です。一般的に言うと長期滞在するときには受けた方がよいが、短期の海外旅行では迷うところです。旅行者がそれぞれに判断しているのが現状です。

消化器系の病気に対しては旅行中の充分な注意で防げ、また抗生物質などの服用で回復できる可能性が少なくありません。一方マラリア、狂犬病や破傷風はちょっとしたチャンスで危険に遭遇することもあります。そういう観点からはこれらの数種は考慮に値すると考えられます。しかしチャンスを回避できる可能性、いざ危険に遭遇してもなんとか対処できる可能性が高いことや、副作用の確率と罹患の確率を天秤にかけるとどうなるか、現地の人たちはほとんど受けていないのはなぜか。参加者やその家族で十分に考えて判断するしかないでしょう。

予防注射については、以下のウエッブサイトがまとまった情報を提供しているので参考にできます。

http://izavel.com/vaccine.html  

なお予防注射は通常は数週間、狂犬病や破傷風などでは数カ月間隔で2－3度接種する必要があり、受けると決めた場合には早めに第1回の接種を始めることが必要。第3回目の接種が間に合わないときは第2回まででも通常かなりの効果が期待されるので、受けると決めたらば第2回までの接種でも受けるようにする。

ちなみに、私は昔は必ずいくつかの予防接種をするようにしていました。そして2004頃に2年間ネパールに滞在していたときも同様でした。その後ずっとなにも受けませんでしたが、昨年破傷風の追加接種をうけました。しかし、ネパールで長年野外調査を実施してきた島根大学の教員は、この学生のヒマラヤ野外実習ツアーに参加する学生全員に破傷風の予防注射だけは必ず受けるように指導しています。

7．海外旅行傷害保険に必ず加入しておいて下さい
ＳＨＥＴ－８ご参加の皆さんはそれぞれに必ず海外旅行傷害保険に入って下さい。万一の重大な病気や怪我の場合、現地の最高の病院で最高の治療を受ける、あるいはご家族に来て頂くなどに大きなお金がかかります。出国時に保険に入っていることがこの実習ツアー参加の必要条件です。
通常海外旅行障害保険に別に入ると保険料は数千円程度です。しかしクレジットカードに自動付属しているものは、保険料はカードメンバー料金以外には不要であり（つまり無料といえます）、内容的にも十分なカバーがあり、お勧めです。この保険は、3ヶ月以内の海外旅行であれば多分ほかのどの保険よりもお得と思います。この保険は海外での傷害、病気の治療はもとより、そのための救援費用や携行品紛失などいたれりつくせりのカバーがされている場合が少なくありません。なお通常、大部分のクレジットカードには海外旅行保険が自動付属していますが、保険の適用条件に注意が必要です。その条件には、①カードを持っているだけで効くもの、②カードで当該旅行の一部の交通費（例えば駅までのタクシー代などでも可）を支払わねばならないか、あるいは③カードで主な旅行代金を支払うなどでないと効かないものなど、いろいろあります。ぜひこの点をきちんと確かめて、上記の①か②レベルのカードを持って行かれることをお勧めします。③については本実習ツアーでは今のところ不可能です。なお、この保険の適用条件として、カード加入後の経過期間1ヶ月以上などとなっている場合がありますのでご注意下さい。
以上

2018年8月22日
吉田　勝

cc: 在田一則様、酒井哲弥様
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